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 残寒の候、皆様風邪など召されずにお過ごしでしょうか。 

平素は４向小ならびに校区諸団体の活動に対しまして、ご理解ご協力を賜り誠にありがとう 

ございます。 

 さて、1月26日（土）の5,6時間目の授業の中で、6年生を対象とした「キャリア教育」を 

実施しました。 

 「子どもたちに、自分の将来の夢や、やりたい仕事について考えるきっかけを提供したい」 

そんな想いから、昨年から企画した「キャリア教育」は、さまざまな職種から実際にお仕事を 

されている７名の方を講師としてお招きして、「働くこと」「仕事のやりがい」などを 

子どもたちにレクチャーしていただきました。 

 授業では７つの職業を設定し、各自で興味をもった職業を「２つ」選択して、順番に講義を 

受けます。子どもたちは、取材メモを手に持ち、それぞれの職業について話を聞き、自由な 

発想で質問をしていました。 

 今回のキャリア教育活動を通して、子どもたちが 

将来の夢を身近に感じながら、 

「学ぶこと」「働くこと」「生きること」について 

考え、今から頑張るべきことに 

結びつけてくれることを期待しています。 
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【 ６年生に向けたキャリア教育 】 

 ～ぼく・わたしの将来の夢を描いてみよう！～ 

        いろいろな職業について聞いてみました 

 ご協力いただいた講師の方々 

 １．看護師            田中 千亜希さん 

 ２．看護師（NICU）        今江 和貴子さん 

 ３．調理師            大江 祐介さん 

 ４．銀行員            今江 公亮さん 

 ５．自動車整備士         高田 英生さん 

 ６．ドッグトレーナー／トリマー  川村 繭さん 

 ７．整体師            小見山 俊也さん 
 

    お忙しい中ご協力頂き、本当にありがとうございました。 

患者さんに対してどんな風に看護をするのか詳しく説明していただき、看護師さんが必ずお仕事で使うモノとして、

聴診器や駆血帯そして注射器（針無し）など実際に見て触れて、どんな時にどんな風に使うのか教えてもらいました。 

またオペ室で着る”術衣”も試着させてもらって、お医者さんの気分を楽しんでいました。 

「看護師になるためには、たくさん勉強しなければいけません。英語も必要です。そして、コミュニケーション能力

もとても大事なことで、人にやさしく気づかいできることがとても大切です。」とアドバイスをしてくださいました。 

NICUは、生まれたばかりの赤ちゃんが早産で産まれたり、何らかの治療が必要なときに入る集中治療室です。そこで

働く看護師さんは、お母さんの代わりになって24時間愛情を注いで赤ちゃんのお世話をします。誰もが赤ちゃんが元

気に生まれてくることを願っていますが、病気だったり小さく生まれてしまう赤ちゃんがいます。未熟児でも特に小

さな赤ちゃんは300ｍｌのペットボトルと同じ大きさだと教えてもらい、みんなとても驚いていました。「小さな命

と向き合う大変な仕事ですが、赤ちゃんが元気になって家族がひとつになって退院されるととても嬉しいし、それが

またパワーの源になっています。」と話してくださいました。 

～ 次年度も活動継続します ～ 

学校支援ボランティアさんを募集します！子どもたちの学びの場を支える活動に参加しませんか？ 

授業支援、環境整備活動などこれから様々な支援を企画していきますので、 

是非みなさんのお力を活かしてください！ 

【お問い合わせ先】  第４向陽小学校 担当：上西教頭先生・徳田教務主任 

           TEL 075-933-3388 裏面も 

みてね⇒ 

  

 NICU  



 専門学校で料理の勉強をされ、プロの料理人として活躍されています。 

なぜ調理師になったか、仕事のやりがいなどを語っていただきながら、 

子どもたちが大好きな「オムライス」を実演していただきました。 

これが見事なフライパンさばきで、ふわふわのたまごで包まれたオムライスに 

みんな感心していました。子どもたちとの距離も近く、いろんな話で盛り上がり 

笑いの絶えない楽しい時間になりました。 

 銀行ってどんなとこ？ 銀行の種類から為替のお話まで、6年生には少し難しいように見えましたが、

お金の流れを考えやすいように、身近な物に例えて話してくださいました。そして模擬紙幣を使って

かっこいいお札の数え方を見せていただき、子どもたちも「やってみたい！」とチャレンジしてみまし

たが、指がうまく動かず難しい様子でした。家でも練習できるようにと、模擬紙幣をもらってとても嬉

しそうな子どもたちでした。機械ではなく手で正確に数えることや、なぜ預金でお金が増えるのか…な

ど知らないことを教えてもらってとても貴重な体験になりました。 

 

 自動車整備士は、車を安全に運行するために、整備、点検、部品交換や修理などを行

うエンジニアで、車を守る＝人の命を守るお仕事です。専門性の高い技術なので、国家

資格となっています。高田さんは、原因が分からず修理できない車のトラブルをどう

やったら修理できるか難題にチャレンジし、長い時は約１ヶ月も悩み続けることもある

そうですが、原因を見つけて修理が完成した時の達成感が「やりがい」と感じておられ

るそうです。トヨタ自動車の新人エンジニアが使用する練習キットを使って、子どもた

ちもネジ締めの体験をしました。また、子どもたちから「ボルトを間違ってしまうとど

うなりますか？」と質問があり、それに対し「例えばタイヤが簡単に外れたり故障につ

ながるので、とても危険なことになります」と答えてくださいました。 

向日市の「ひまわり鍼灸整骨院」の院長先生にお越しいただき、整体師ってどんなお仕事？なぜ整体師に 

なったのか？を聞いてみました。柔道整復師は骨折・ねんざなど怪我の治療を行い、鍼灸師は肩こりや 

腰痛に効くはりやお灸をするお仕事です。先生は子どもの頃スポーツをして怪我をしましたが、 

その時お世話になった整体の先生に怪我を治してもらうだけではなく、もっとトレーニング 

をして上手くなれることを教えてもらったことがきっかけで整体師になったそうです。 

この日は身体の固い人が竹踏みを毎日１分間続けるだけで身体が柔らかくなることを 

みんなで体験しながら効果を確かめあいました。”竹踏み”おススメです！ 

 

 ドッグトレーナーとは、犬にしつけをするお仕事です。例えば、お家で飼っている犬がトイレのルールを覚

えてくれないとか、無駄吠えをして困らせているような犬にはドッグトレーナーがしつけを行い、犬が人間と

一緒に生活できるようにします。しつけをすることにより、飼い主さんと犬がより良いパートナーシップを築

けるようになります。さらにドッグトリマーとは、犬をキレイにしてあげるお仕事ですが、犬の健康状態を観

察し、皮膚の異常がないかもチェックします。時には飼い主さんの相談も聞いたりして、ペットの美容と健康

の良きアドバイザーとも言えます。犬が飼い主さんと一緒に日常生活を送る上で、問題なく過ごせるようにお

手伝いをするのが、ドッグトレーナーとトリマーさんのお仕事なんですね。 

 

  

美味しい～！ 
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